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1. 分析の枠組みとして用いられている Constructivism（構成主義）による Neo Realist
（新現実主義的アプローチ）への批判について、本論文で展開している日本の宇宙
政策の策定過程の分析では必ずしも十分な論証であるとは言えない。 
2. 日本の宇宙政策コミュニティーによる対米意識というものがどうであったかという
点について、本論文が示すところは間違っていないが、それだけで新現実主義によ
る分析枠組みを完全に無効であると否定できない。 
3. これまでの他の国際関係論の研究をさらに参考にして、構成主義による分析的枠組
みの有効性を明確にする必要がある。 
4. 本研究の成果は、これまでの日米関係や日本をめぐる国際関係の研究に新たな事例
を加えるものであり、高い貢献が期待される。 
5. 本研究の成果を、国内外の関連学会や政策討論などの場においてはやく発表すべき
である。日本の宇宙政策については国内外から注目されており、本研究が整理し明
らかにしている問題点や課題を克服できるような政策論議を引っ張っていく必要が
ある。 
 
上記の各審査員のコメントに基づいて、著者は論文の修正を行い、修正稿を提出し、主
査の最終確認を経た上で博士論文最終版として提出した。審査委員全員は本論文が本学博
士論文として妥当であると判断した。 
